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防災に関する意識調査 

(株)イー・ラーニング研究所が 2025 年７月に子供

を持つ親や親族に対し、家庭における防災の話題や教

育意識についての意識調査を行い、結果が公表されま

した。 

１ 家庭で防災について話す機会 

 

 69.3％が話す機会があると回答しており、きっかけ

は「災害に関するニュースを観たとき」「地震や大雨な

ど、実際に災害が起きたとき」、次いで「家庭内で防災

グッズや備蓄などを確認したとき」となっています。 

 

２ 家庭内での防災教育の課題（複数回答可） 

 

 家庭内での防災教育においては、半数以上が「親自

身が知識不足（52.0％）」と回答しており、「伝え方が

難しい（36.0％）」「子供が関心を持ちにくい（27.0％）」 

が上位の３課題となっている。 

３ 災害時に必要だと思う能力（複数回答可） 

 

必要とされる能力を、高い方から順に示すと、「状況

を冷静に見る力（87.9％）」「情報収集力（78.4％）」「行

動力（71.6％）」「コミュニケーション力（67.7％）」と

なっています。 
 

＜ 深川三中としての取組 ＞ 

学校では、毎月１回、地震や火災などを想定した避

難訓練を実施しています。 

□ 校庭への基本避難経路の確認 

□ 給食室出火に対する避難経路の確認 

□ 地区別集会・集団下校の確認 

□ 防災訓練・引き取り訓練の実施 

□ 深川警察署と連携した不審者対応訓練 

□ 緊急地震速報への対応確認 

□ 家庭科調理室出火に対する避難経路の確認 

□ 休み時間の場合の避難経路確認 

□ 津波への対応確認 

 また、今年度は、災害協力隊や区の職員、学校関係

者、ＰＴＡなどが参加し、越中島小学校と合同で避難

所開設運営訓練を行いました。学校に配備されている

防災無線や受水槽などの確認や、備蓄倉庫や格納庫内

の見学、避難者受入・薬剤トイレ・テント設営などの

体験も行いました。 
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家庭での防災教育は今後の子供たちにとって重要

なテーマになると考えます。この調査から、親がどの

ように防災について学び、子供に伝えていくかが求め

られていると思います。 

 

＜デジタルコンテンツ「地震１０秒診断」について＞ 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 日本損害保険協会と国立研究開発法

人 防災科学技術研究所は、災害関連データを活用し

たデジタルコンテンツ「地震１０秒診断」を公開して

います。 

 

その場所の今後３０年以内に、震度５弱～震度７ま

での５段階の揺れにみまわれる確率やライフライン

の復旧にかかる期間などの数値を抽出することがで

きます。診断結果は防災科研の研究成果に基づき算出

されています。地震が起きた後の生活再建について、

よりリアルにイメージし、地震への備えを「自分事」

として考えるきっかけになると思います。 

※ 必ずしも、診断結果通りの被害 

が発生するものではありません 

 

 越中島 古石場 門前仲町 富岡 塩浜 

30年以内に 

起こる地震予測 

震度６強 震度６強 震度６強 震度７ 震度６強 震度７ 震度６強 震度７ 

26％ 26％ 31％ ３％ ２９％ ３％ ２７％ ３％ 

停電日数 ６日 ６日 ６日 ６日 ６日 ６日 ６日 ６日 

ガス停止日数 14日 14日 14日 43日 14日 43日 14日 43日 

断水日数 51日 51日 51日 53日 51日 53日 51日 53日 

全壊確率 24.3％ 24.１％ 24.3％ 77.5％ 24.8％ 7５．９％ 24.１％ ２４．９％ 

出火確率 1.2％ 1.2％ 1.2％ 2.4％ 1.2％ 2.３％ 1.2％ １．２％ 

※ 越中島・古石場は震度７が想定されていない 

 

 

👉もしも停電が続いたら････ 

〇テレビやスマホから情報を得られない 

〇冷蔵庫が使えなくなり食材が傷む 

〇冷暖房機具が使えなくなり体調を崩しやすくなる 

〇ATM・電子マネーが使えなくなる 

 

家電が使えなくなるので、生活に様々な影響がでてき

ます。スマホも停電による通信障害で、インターネッ

トに接続することが困難になる可能性があります。 
 

👉もし、ガス停止が続くと････ 

〇お風呂に入れなくなり不衛生になる 

〇食材が調理できず腐らせてしまう 
 

お風呂に長期間入れないと、不衛生になり感染症の原

因になります。さらに、ガスは復旧に時間がかかるた

め長期戦を覚悟する必要があります。 

👉もしも断水が続くと････ 

〇水道水が使えなくなり飲料水の確保が困難になる 

〇自宅のトイレが使えなくなる 
 

断水時はトイレが使えません。仮設トイレも不足気味

になり、行列に並ぶ必要がでてきます。また、水は浄

水場や給水所、応急給水槽など給水拠点に行き、確保

する必要があります。 
 

👉もしも家が全壊・出火したら････ 

①家での生活が困難な場合 

〇仮設住宅での生活  〇新しい住まいの確保 

②家で生活ができる場合... 

〇屋内の片付けや瓦礫の撤去など片付け 

〇壊れた家財や家電の買い直し 

 

震災後、義援金や仮設住居など支援はあります

が、家財の買い直しや住まいの確保など、生活の

再建に向けては自己負担になってきます。  
 

こうした情報も活用して、ご家庭の話題にしてみてはいかがでしょうか。 

もしも 



   

   

 

百花繚乱 

～咲き誇れ 個性の華✿～ 

令和７年 10 月 25 日(土)  

   

   

   
 


